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４ ６ ０ ８ １ 

市立札幌みなみの杜高等支援学校 
 

令和２年度 自己評価及び学校関係者評価書 
                                   令和３年３月３日    

                               市立札幌みなみの杜高等支援学校    

１ 本年度の重点目標 

 

 

 

２ 本年度の経営方針 

 

 

 

 

 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達

成 

状

況 

改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

重
点
目
標
・
経
営
方
針 

⑴ 

チ
ー
ム
み
な
み
の
杜
の
確
立 

日々の教育実践は、学校

教育目標や校訓、目指す

学校像、生徒像、学びの

重点を踏まえて行って

いるか 

A 

 自己評価は厳しいものだったが、保護者

や生徒の評価は高いことから、一定の成果

は得られていると考えられる。昨年度サポ

ートファイルの活用については、Ｃ評価だ

ったものがＢ評価になっているので、成果

は上がっていると言える。しかし、学校組

織やサポートファイルなどチームとしての

評価は「Ｃ やや不十分」と回答している割

合も多かった。チームとしての組織力を上

げるために学校組織の改編や校内研修の実

施を検討するなど、更なる改善を図ってい

く。また、トラブル対応や関係機関との連

携について「Ｄ 不十分」と回答した保護者

もいたことから、なぜかということを分析

し、次年度につなげる動きをとっていく。 

A 

A 

学校組織は教育目標達

成のために有効に機能

しているか 
B A 

生徒や保護者に進路に

関する情報を適切に伝

えているか 
A A 

サポートファイさっぽ

ろなどを通して、教育計

画、方針について保護者

へ十分な説明をし、共通

理解が図られているか 

B A 

生徒の悩みや不安など

の相談になるなど、きめ

細やかな指導を行って

いるか 

A A 

校内外でのトラブル（い

じめや人間関係など）が

あったとき、適切に対応

しているか 

A A 

スクールカウンセラー

や医療機関、相談機関、

労働機関等との連携に

努めているか 

A A 

みなみの杜第２期学校づくり～開校３年目の検証と次なるステップへ～ 

⑴ チームみなみの杜の確立 

⑵ みなみの杜の教育課程の深化 

⑶ みなみの杜の未来への投資 
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⑵ 

み
な
み
の
杜
の
教
育
課
程
の
深
化 

ふりかえりや授業にお

いて iPad を効果的に活

用しているか 
B 

 KOKOKARA（心と体の学習）については、

昨年度も自己評価が低い項目であった。推

進する教員や分掌などが不明確であるた

め、全教職員に浸透していないのではない

かと考えられる。みなみの杜の教育課程で

継続して取り組んでいきたい要素でもある

ため、次年度に向けて体制をしっかり整え

る。 

 地域とのつながりについての評価は、教

職員は保護者・生徒に比べて低い。コース、

進路、みな杜として「地域」の押さえを明

確にし、みなみの杜の特色である地域との

つながりについて教職員が評価を実感でき

る体制を整える。 

 iPad の活用について、有効に活用できる

方法を探るため、実践例の交流やふりかえ

りを発信していく。 

A 

A 

協育実習、地域実習、授

業において地域とのつ

ながりを、生徒の経験や

学びに活用することが

できているか 

A A 

一人一人の生徒にわか

りやすいように授業づ

くりを工夫しているか 
A A 

学習内容は、効果的なも

のとなるよう系統的、横

断的に計画、実践してい

るか 

B A 

道徳、KOKOKARA の

教育と教科の関連づけ

を明確に実践している

か 

B A 

⑶ 

み
な
み
の
杜
の
未
来
へ
の
投
資 

特別支援教育のセンタ

ー的機能は推進されて

いるか 
B 

 センター的機能については、入学前教育

相談以外の機能が求められていると考え

る。校務分掌などについて３年間の検証を

もとに、学校組織の改編なども視野に入れ

て検討していく。 

 みなみの杜応援団について、PT 部会は入

学と同時に保護者が部会員となるが、実際

は参加を強制するものではなく、できる方

ができる範囲で活動することとしており、

これがみな杜の押さえである。保護者より

も教職員の評価の方が課題と考えており、

興味をもてるようにすること、会議へ参加

できる体制づくりや参加しやすい雰囲気づ

くりなどを検討していく。いずれにせよ、

応援団の活動が評価されるよう、次年度評

価項目の修正も検討する。 

A 

A 

みなみの杜応援団活動

に積極的に参加してい

るか 
B A 

学校だより、ホームペー

ジ等は、保護者や地域の

情報源として効果的に

機能しているか 

A A 

学校予算は計画的、効果

的に執行されているか 
A A 

専門性や指導技術の向

上を図るために積極的

に研修を行っているか 
B A 

学校関係者評価委

員による意見 

○生徒主体の学校づくりと教職員の働き方改革は二律背反の側面もあるが、様々な工夫･改善によって、両

方のバランスを取った学校運営を模索していくことが強く求められます。教職員が働きやすい学校運営組

織づくりはとても大切ですが、その根底には生徒主役の学校づくりがあることを強く意識して、みな杜のコン

セプトである「社会とともにある教育課程」の改善･充実に努めていただきたい。そのためにも生徒のために

必要と考えられる支援をこれまで以上にみな杜応援団と協働して実現していただきたい。 

○地域のとらえとして、みな杜の位置する真駒内地区、生徒一人ひとりが居住する地区、そして生徒が活動を

広げる札幌市（札幌圏）の大きく３つがあるが、いずれにしても全てが生徒の学ぶ場であり、それぞれの特

長を生かした地域社会との行動連携を大切にしていただきたい。 

○教育目標と校訓を教職員の方からよく伝わっており目標に向かって意思疎通できていると感じられました。 

○今年度はコロナもあり活動制限が多く、その中でできる限りのことを実行していたと思います。 

○協育実習や地域実習もあり、通常の学業のことを考えるとキャパオーバーになっていないか心配です。学

習内容を絞り教育することも必要かと考えます。 

○教職員のみな杜応援団への参加が不十分であるとの評価が非常に多いことが気になる。参加しづらいよう

なシステムになっているのではないか。 

○積極的な参加を問う項目より、応援団活動が積極的に行われているかどうかを問う項目の方がよいと考え

る。 
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○１年生保護者からは特に、何かしら相談機関との連携を求めている（不安）があるように思います。気軽に話

せる保護者間の交流もある程度実現できると軽減されるように思います。 

○道徳と KOKOKARA を同じ項目での評価は、適切なのかどうかの判断が迷うところです。いずれにしても先

生の評価が自信をもてていない点から、指導面での難しさ、ご苦労が伺えます。 

○子どもたちの実践交流会の発表を見ていて感じたのは、理念を掲げてしっかりとした目標を立てて、実習や

学習をしている様子が感じられました。そのような様子から、学校運営に関しましては、しっかりとした骨組

（土台）が合って子どもたちを指導していると感じることが出来ました。 

○PT 部会への参加の在り方は、時々アンケートを採るなどして、プロジェクト委員であるなし関係なく、関われ

るものを探っていけるといいなと思います。 

○流動的に変化しやすいことなのでこのまま気を緩めずにサポートファイルを活用してください。 

○大所帯になりチーム一丸となることが難しいでしょうけれど、諦めずにやりたことをやってください！ 

○「なぜか」ということを分析することは大事なことです。 

○先生方に会議（運営委員会等）に参加してほしくないわけではありませんが、時間がある限りは生徒と関わ

っていただくことが最優先であると思います。ただ、PT 担当の先生方は参加しなくてはならない方々な訳で

すよね。「参加しなきゃ」ではなく、「参加したいな」と思っていただけるように部会の側に努力が必要なことだ

と思います（これに限らず何事もですが）。「（担当だから）仕事だけど楽しかった。参加してよかった」と思っ

ていただきたいものです。幼小中高全て見おいての話ですが、PT 担当でない先生方は PT のことはファン

タジーの世界のように思っていらっしゃるのか、見ないふり、関わらないように努めているように感じます。

（越権行為になると思っているのでしょうか。） 

学
校
生
活 

社会的ルルーやマナーなど、実

社会の生活に対応した指導が

実践されているか 

A 

 男女交際や性指導について、保護者の評

価の中でも「わからない」が目立った。必

要性を感じていないのか、学習しているこ

とが伝わっていないのかいくつかの理由が

考えられる。生活年齢に合わせた指導をし

ていることを知っていただくとともに、み

なみの杜の学習について保護者にもさらに

伝えられるような手立てを考えていく。 

 日課については、生徒全体で見ると評価

は高いが、学年別に見ると大きく差がある。

生徒の声をしっかり受け止め、生徒の余裕

を考慮した授業の組み方を再考していく。 

A 

A 

挨拶や時間を守るなど、規律あ

る指導を行っているか 
A A 

男女交際や性指導などの指導

は、思春期及び生徒の実態に対

応しているか 

B B 

体罰（暴言などの不適切な指導

も）のない節度ある行動、態度

で指導できているか 

A A 

サポートシートや KATARAI

を通して生徒の成長過程を分

かりやすく保護者や本人に伝

えているか 

B B 

学校は、生徒にとって落ち着い

て生活できる日課を設定して

いるか 

B B 

学校は、生徒にとって充実した

生徒会活動、部活動を設定して

いるか 

A A 

学校関係者評価委

員による意見 

○前例踏襲に偏りすぎることなくその年度、その学年の生徒のデザインを生かした教育活動をできる限り取り

入れることで、生徒の学びを充実していくことが大切と考えます。（今年度１年生の「ミライデザイン」のような

探究活動など） 

○休憩時間が短いとの意見が数多く、生徒、教職員の方々から出ておりますので、休む時は休む！学ぶとき

は学ぶ！とメリハリある学校生活の方がよいかと思います。 

○あらゆる学習、実習を織り交ぜて日々の学校生活を送っていると思いますが、一方で生徒からは休憩を長く

してほしいとの声も出ていることから、気持ちのゆとり、切り替えの面でやや難を感じているように思いまし

た。 

○男女交際や性については家庭でも話してみよう！ときっかけがあると話しやすいと思います。 

○生活年齢をどのように判別しているのか。まずまず生活年齢に合わせて指導をしなければならないのか。 

○子どもが在学中の時から休憩時間や昼休みが短いことは生徒たちの不満ではあったと思います（少し改善

されたとは思いますが）。５分休憩の間に教室移動や着替え等あると次に遅刻してしまうこともあると思いま

す。「叱るな」とは言いませんが、本人のせいではないかを、まず聞いてみてあげてください。 



（様式２） 

学
校
運
営 

情報管理や情報共有は適切に

されているか 
A  学校運営については、一定の成果を得ら

れていると考えられる。引き続き、生徒や

保護者、教職員が安心して過ごせるよう、

特に家庭との連携や情報共有について力を

入れて学校運営を行っていく。学校からの

発信について、誰のために何を発信するの

か、学校が求められていることは何かを考

えながら、生徒、保護者、地域、企業など

にとってよりよい発信の仕方を模索してい

く。 

A 

A 

みなみの杜の教員としての自

覚をもった言動ができている

か 
A A 

家庭との連絡を適切にとり、家

庭の協力や理解を図っている

か 
A A 

学校の施設･設備は安全に留意

してよく整備･管理をしている

か 
A A 

管理職は、学校課題の解決等に

向けてリーダーシップを発揮

しているか 
B B 

教務、事務間の連携は、十分に

図られているか 
A A 

事務的続き等の保護者への説

明が適切に行われているか 
B A 

学校関係者評価委

員による意見 

○管理職がリーダーシップを発揮して学校運営を行うためにも、教職員一人一人がそれぞれのポジションで

経営方針を踏まえた企画書を作成し、それらに基づくコンセプトワーク（協議）を適切に行うことが大切であ

ると考えます。 

○情報の発信など遅延なく実行されております。情報量の多い中、お忙しいと思いますが引き続き適切に管

理いただければと思います。 

○明るく住みよいまちづくりに貢献し、汗を流している生徒の皆さんに感動しております。今後も地域活動に対

し、積極的に実践いただきますよう、期待しております。 

○地域に対する発信は、HP 活用、メール活用ではカバーできない部分が大きい。掲示板の設置など学校周

辺地域への発信強化が必要に思われます。 

○教員間の情報はよくされていると思います。 

○管理職のリーダーシップ面は、今年度は校長先生も教頭先生もお優しい印象があります。もう少しきつい部

分があっても大丈夫ではないかと思います。（大変失礼ながら…） 

○事務的なことでは、ご自身の評価を謙虚になされているように思います。きちんとされていると思います。 

○だいたいの職がサービス業であると考えています。学校の先生もそうです。幼小中高全てにおいて「いつも

不機嫌な先生」「話しかけにくい先生」などなどたくさん見てきました。いつも笑ってほしい、ヘラヘラしてほし

いとは言いません。「なぜ今、自分はみな杜で教職をしているのか、どんなことを生徒に伝え残していけるの

か」みなみの杜にいる意味を考え、学校理念を大切にして、人ごとではなくチームの一人であることを自覚

していただきたい。 

○子どもたちには「生徒会の子たちに協力してあげよう」「クラスが一つになって頑張ろう」と言ったことはない

ですか？先生方も「管理職に協力してあげましょうよ」もちろん「意見を言うな」と言っているわけではなく、た

だただ子どもたちの手本になるように、一人一人が高い意識で楽しく毎日のことに向き合っていただきたい

です。子どもたちが「みなみの杜の先生みたいになりたい」というような未来がくるといいですね。 

 


